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洪水・土砂災害・高潮などの自然災害は、気候変動にともない増加しつつあり、自然災害リスクへの適応が求められている。
一方で、多くの地域社会で人口減少が進行しています。私たちは、生態系がもつ多様な機能を活用する防災減災の手法（Eco-
DRR）に注目し、人口減少で土地利用の見直しが可能になる機会をとらえ、豊かな自然の恵みと防災減災が両立する地域社会
の実現に向けて研究を実施する。

降水量が80mm/h以上の大雨が1年間に発生した回数

生態系を活用した防災減災（Eco-DRR）では、ハザードの
高い場所での人間活動の曝露を小さくし、ハザードの低い場所
で主な人間活動をおこなうことで、災害リスクを減らしつつ、
生態系の豊かな恵みを利用できる。

Eco-DRR (Ecosystem-based Disaster Risk 
Reduction)プロジェクトの研究内容

（１）自然災害リスクの可視化（過去・現在・将来）
（２）Eco-DRR多機能性の評価・予測
（３）超学際的シナリオ分析とEco-DRR利用の社会・経済的イ
ンセンティブの開発

土地利用変化のポテンシャル（1997年～2006年）

G2：土地利用変化のシミュレーション

2050年土地利用2006年土地利用

G1：全国自然災害被災者人口の推移

予想される浸水区域内(※1)の人口(※2)集計結果
※1 水防法に基づく浸水想定区域
※2 2010年は総務省統計局国勢調査の人口値、2050年は国立社会保障・人口問
題研究所による将来推計人口
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